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コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
再
建
を
目
指
し
、
政
府
の
観
光
振
興
策
、
全
国
旅
行
支
援
が
10
月
11
日
始

動
し
た
。
東
京
都
は
20
日
に
開
始
。
旅
行
や
宿
泊
予
約
は
順
調
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
、
人
気
の
観
光
地
、
宿
泊
施
設

で
は
発
売
と
同
時
に
売
り
切
れ
に
な
る
事
態
も
。
落
ち
込
ん
だ
旅
行
者
数
や
消
費
の
回
復
へ
の
先
行
き
期
待
は
高
ま
っ

て
い
る
。
一
方
、
同
日
解
禁
さ
れ
た
海
外
客
の
個
人
旅
行
に
つ
い
て
は
、
効
果
が
ま
だ
先
に
な
る
と
の
見
方
が
あ
る
。

た
だ
、
第
８
波
の
状
況
や
観
光
振
興
策
が
打
ち
切
ら
れ
た
以
降
の
落
ち
込
み
に
は
警
戒
が
必
要
だ
。
日
本
経
済
は
世
界

的
な
イ
ン
フ
レ
と
30
数
年
ぶ
り
の
円
安
の
中
で
ど
こ
に
向
か
う
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
社
会
は
全
国
旅
行

支
援
と
感
染
症
対
策
の
緩
和
が
進
む
中
で
、
コ
ロ
ナ
後
に
一
気
に
舵
を
切
っ
た
感
が
あ
る
。
な
ら
ば
経
済
が
活
発
化
し
、

社
会
が
明
る
く
な
る
こ
と
を
願
い
、
全
国
旅
行
支
援
を
存
分
に
活
用
し
、
旅
行
を
楽
し
み
た
い
。　
　
　
　
（
岡
村
信
良
）

キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝
高
級
な
東
京
の
奥
座
敷
〟

　

国
内
宿
泊
者
数
は

２
０
１
９
年
比
で
21
年
は

半
分
以
下
、
22
年
も
コ
ロ

ナ
前
の
水
準
に
は
遠
い
状

況
が
続
い
て
い
る
と
い

う
。
県
民
割
、
ブ
ロ
ッ
ク

割
の
支
援
で
繋
い
で
き
た

が
、
東
京
都
は
い
ず
れ
も

参
加
せ
ず
、
効
果
が
縮

小
。
全
国
旅
行
支
援
で
の

参
加
に
旅
行
事
業
者
か
ら

は
「
よ
う
や
く
」
と
安
堵

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

全
国
旅
行
支
援
の
内
容

は
、
一
律
40
％
を
割
り
引

く
も
の
で
、
交
通
を
伴
う

宿
泊
が
最
大
８
０
０
０

円
、
宿
泊
の
み
が
同

５
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
他
に
１
人
当
た
り
平

日
３
０
０
０
円
、
休
日

１
０
０
０
円
の
地
域
ク
ー

ポ
ン
が
付
与
さ
れ
る
。

　

記
者
は
10
月
13
日
か
ら

３
日
間
、
三
重
県
を
訪
れ

た
。
元
々
予
定
を
立
て
て

い
た
も
の
だ
が
、
運
よ
く

支
援
に
あ
ず
か
れ
た
。
３

人
で
宿
泊
。
１
泊
は
老
舗

ホ
テ
ル
で
夕
朝
食
付
き
、

１
泊
は
家
族
向
け
ホ
テ
ル

で
朝
食
付
き
の
プ
ラ
ン
だ

っ
た
が
、
宿
泊
費
が
40
％

引
き
の
上
、
地
域
ク
ー
ポ

ン
が
計
１
万
８
０
０
０
円

付
く
と
、
ほ
ぼ
半
額
に
な

っ
た
。

　

地
域
ク
ー
ポ
ン
は
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
当
日
中
に
使

わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
飲

食
店
や
土
産
物
店
に
駆
け

込
み
、
中
に
は
い
ら
ぬ
も

の
も
買
い
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
前
回
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
時

も
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の

利
用
が
す
さ
ま
じ
か
っ
た

と
い
う
か
ら
、
今
回
も
た

と
え
一
時
で
は
あ
っ
て
も

消
費
を
喚
起
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

観
光
地
で
は
定
番
の
伊

勢
神
宮
を
め
ぐ
っ
た
。
外

宮
で
は
混
雑
は
感
じ
な
か

っ
た
が
、
内
宮
は
観
光
バ

ス
が
次
々
乗
り
付
け
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。
た
だ
、
外
国
人
客
は

あ
ま
り
目
に
つ
か
な
か
っ

た
。
内
宮
の
人
出
の
多
さ

は
、
隣
接
す
る
〝
お
は
ら

い
町
〟の
存
在
が
大
き
い
。

縁
日
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
、
赤
福
の
本
店
は

大
行
列
。〝
お
か
げ
横
丁
〟

で
は
露
店
の
よ
う
な
ス
タ

イ
ル
で
、
名
物
を
食
す
若

い
世
代
が
目
立
っ
た
。

　

全
国
旅
行
支
援
は
12
月

20
日
ま
で
だ
が
、
政
府
は

年
末
年
始
の
休
暇
を
挟
ん

で
、
１
月
か
ら
再
開
す
る

方
針
と
い
う
。
旅
行
好
き

に
は
全
国
旅
行
支
援
を
活

用
し
な
い
手
は
な
い
。
政

府
は
完
売
と
な
っ
た
自
治

体
に
は
追
加
の
予
算
を
配

分
す
る
方
針
で
、
年
内
に

も
割
引
宿
泊
の
チ
ャ
ン
ス

は
十
分
あ
る
。
第
８
波
の

影
響
が
な
い
よ
う
に
と
祈

り
、
年
明
け
に
お
気
に
入

り
の
宿
を
予
約
で
き
る
よ

う
今
か
ら
プ
ラ
ン
を
練
る

の
も
楽
し
い
こ
と
だ
。

　
　
　
　

■

　
「
観
光
立
国
西
多
摩
」

を
標
榜
し
て
も
、
宿
泊
施

設
が
少
な
い
西
多
摩
に
と

っ
て
は
、
全
国
旅
行
支
援

で
の
盛
り
上
が
り
は
蚊
帳

で
は
間
も
な
く
紅
葉
が
始

ま
り
、
１
年
で
最
も
景
観

が
映
え
る
季
節
を
迎
え

る
。
奥
多
摩
湖
、
鳩
ノ
巣

渓
谷
、
御
岳
山
、
御
岳
渓

谷
、
そ
し
て
秋
川
渓
谷
。

見
ど
こ
ろ
は
随
所
に
あ

る
。

　

10
月
22
日
に
発
行
さ
れ

た
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
Ｊ
Ａ

西
東
京
ニ
ュ
ー
ス
で
は
見

開
き
ペ
ー
ジ
を
使
い
、「
山

肌　

渓
谷　

燃
ゆ
る
色

彩
」
と
の
見
出
し
で
紅
葉

の
御
岳
渓
谷
を
特
集
し
て

い
る
。

　

西
多
摩
の
紅
葉
は
山
の

上
か
ら
、
川
の
上
流
か
ら

お
り
て
き
ま
す
。
遥
か
上

か
ら
眺
め
れ
ば
鮮
や
か
な

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
地
域
を
覆
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。（
Ｊ
Ａ
西
東

京
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
）

　

渓
谷
沿
い
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
や
飲
食
店
、
土
産
物

店
な
ど
を
紹
介
。
青
梅
市

観
光
協
会
の
情
報
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
。
同
市
観

光
協
会
で
は
11
月
12
日
か

ら
御
岳
苑
地
で
紅
葉
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
ほ

か
、
紅
葉
情
報
を
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
で
配
信
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
西
東
京
ニ
ュ
ー
ス

は
店
舗
窓
口
に
も
置
い
て

あ
る
の
で
、
利
用
す
る
と

い
い
。
た
だ
、
部
数
に
限

り
が
あ
る
の
で
希
望
者
は

お
早
め
に
。

の
外
だ
。
進
む
円
安
も
あ

り
、
む
し
ろ
そ
の
先
の
海

外
客
の
増
加
の
方
が
、
期

待
が
高
そ
う
だ
。
た
だ
、

「
観
光
立
国
西
多
摩
」
を

標
榜
す
る
だ
け
で
は
む
な

し
い
。
具
体
的
な
活
性
化

議
論
が
必
要
だ
。

　

記
者
は
数
年
来
、
西
多

摩
は
秩
父
、
多
摩
、
甲
斐

国
立
公
園
の
表
玄
関
口
と

言
っ
て
き
た
。
西
多
摩
観

光
は
秩
父
や
山
梨
観
光
と

連
携
を
持
た
せ
て
人
を
誘

導
さ
せ
ら
れ
な
い
か
と
考

え
て
き
た
が
、
こ
こ
で
少

し
考
え
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。

　

そ
れ
は
使
い
古
さ
れ
た

言
葉
だ
が
、
西

多
摩
は
や
は
り

東
京
の
奥
座
敷

な
の
だ
。
世
界

の
東
京
の
奥
座

敷
な
ら
粋
さ
や

お
洒
落
感
は
も

ち
ろ
ん
高
級
感

も
出
し
て
い
く

べ
き
だ
。
そ
れ

が
地
方
の
観
光

地
と
の
決
定
的

な
違
い
に
な
る

は
ず
だ
。
高
級

な
東
京
の
奥
座

敷
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
活
性
化
の

議
論
を
し
て
み

た
い
。

　

そ
れ
は
さ
て

お
き
、
西
多
摩

　　　　　　

寺は文化の発信地　創ろう地域の文化を人から歴史から

そうぜんじ便り―神無月

羽村市川崎 2丁目 8-20　☎ 042-554-1276臨済宗建長寺派  宗禅寺

  第 71回土曜講座（お茶代 300 円）　10 月 29 日 13 時～ 16 時
　　　　【米軍基地を考える】  
　　〇「沖縄の 50年を思う～沖縄出身者の声～」　　
　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人鎌倉てらこや理事長　上江洲　愼さん
　　〇「議会と基地」　　福生市議会議長　　　　　　　　清水　義朋さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生無料。予約不要。檀信徒以外の方の参加大歓迎。

りあるてらこや 11月 12 日 ( 土 ) 午前９時～ 12時　
主催はらいむぎハウス。子供たちの居場所作りをしてくれています。勉強したり、
一緒に遊んだり、一緒に食事を作ったりと、たくさんのボランティアの方々が慈しみ
の眼で子供たちを見守って下さいます。無料です。

ＪＡ西東京ニュースでは見開きページを
使い、「山肌　渓谷　燃ゆる色彩」との
見出しで紅葉の御岳渓谷を特集

紅葉の季節迎える山や川

全国旅行支援を活用し、旅行を楽しもう
西多摩は観光活性化策の議論を


